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あでやかな「るり姫まつり」の稚児行列

向
。
争
り
錨
ま
つ
り

滝
の
紅
葉
が
完
全
に
色
づ
く
こ
ろ
に

な
る
と
、
紅
葉
と
滝
で
知
ら
れ
る
白
滝

公
園
で
、
十
一
月
二
十
三
日
の
勤
労
感

謝
の
日
に
伝
統
行
事
の
「
る
り
姫
ま
つ

り
」
が
行
な
わ
れ
ま
す
。

こ
の
日
は
稚
児
行
列
、
た
る
み
こ
し

等
が
華
や
か
に
繰
り
出
さ
れ
て
、
晩
秋

の
紅
葉
狩
り
を
盛
り
上
げ
ま
す
。

な
お
、
こ
の
お
祭
り
は
、
緋
の
は
か

ま
に
色
と
り
ど
り
の
衣
装
で
著
飾
っ
た

二
十
人
の
少
女
が
ふ
ん
す
る
「
る
り
姫
」

た
ち
が
、
秋
日
に
キ
ラ
キ
ラ
揺
ら
ぐ
金

の
冠
を
か
ぶ
り
、
十
一
人
の
男
児
の
担

う
た
る
み
こ
し
と
と
も
に
、
紅
葉
を
く

ぐ
っ
て
、
公
園
内
の
渓
谷
沿
い
の
山
道

を
練
り
、
雌
滝
の
落
ち
口
付
近
で
る
り

姫
供
養
が
行
な
わ
れ
、
六
十
山
下
の
滝

つ
ぼ
に
菊
で
飾
っ
た
「
た
る
み
こ
し
」

を
投
げ
込
ん
で
、
る
り
姫
の
霊
を
慰
め

ま
す
。今
を
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
約
四
百
年
前
、

土
佐
の
長
宗
我
部
氏
が
米
津
城
を
侵
攻

し
た
と
き
、
奪
戦
も
む
な
し
く
城
主
は

討
ち
死
に
、
つ
い
に
落
城
し
ま
し
た
。

城
主
の
奥
方
瑠
璃
の
方
は
、
長
万
の
達

人
、
特
に
吹
き
針
は
神
技
に
達
し
、
娘

の
八
重
姫
、
九
重
姫
姉
妹
も
手
裏
剣
の

名
予
で
し
た
ρ

奥
方
は
二
歳
の
世
継
ぎ
尊
雄
丸
を
、

自
ら
わ
き
に
抱
え
、
二
人
の
姫
を
そ
ば

近
く
招
き
寄
せ
「
姉
妹
は
後
に
生
き
残

り
て
、
私
の
霊
を
慰
め
、
冥
福
を
祈
り
、

世
に
悩
め
る
婦
人
病
を
な
お
し
、
子
な

き
婦
人
に
は
子
宝
を
授
け
得
さ
せ
ん
し

と
叫
び
つ
つ
尊
雄
丸
を
抱
い
て
六
十
灯

下
の
滝
つ
ぼ
に
飛
び
込
ん
だ
と
伝
え
ら

れ
て
い
ま
す
。
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直盤璽置園

①
は
生
ま
れ
た
年

②
は
住
所

圏路翠震翠罰

③
は
職
業
④
は
党
派

棲

田

和

夫

①

S
・6
・

H
E
日
②
柴
③
会
社
役
員
④

無
所
属
⑤
町
議
岡
田
当
選
。

議
長
一
」
問
。
町
商
工
会
理
事
。

町
青
果
農
協
理
事
。
町
土
地

開
発
公
社
理
事
。
県
相
撲
連

盟
副
会
長
。
長
浜
中
学
校
P

T
A
会
長
。

城
戸
岡
政
雄
①
S
-
2
・

刊

-m
②
長
浜
③
会
社
役
員

④
無
所
属
⑤
町
議
三
同
当
選
。

副
議
長
一
回
。
区
長
会
事
務

局
長
。
町
観
光
協
会
監
事
。

奨
詳
会
監
事
。

堤

正

和

①

S
-
n
・

2・

3
②
長
浜
③
会
社
役
員

④
無
所
属
⑤
町
議
四
回
当
選
。

議
長
一
同
。
副
議
長
一
回
。

町
商
工
会
理
事
。
町
土
地
開

発
公
社
監
事
。
町
商
庖
連
盟

理
事
。山

本

薫

①

S
-
r
u
・

3
・
弘
②
櫛
生
③
農
業
④
無

所
属
⑤
町
議
三
回
当
選
。
副

議
長
一
回
。
町
土
地
改
良
区

理
事
。二

宮

英

二

①

S
-
7
・

7
・
日
②
沖
浦
③
団
体
役
員
。

④
無
所
属
⑤
町
議
一
同
当
選
。

町
漁
業
協
同
組
合
長
。
県
漁

港
協
会
理
事
。
県
漁
業
信
用

基
金
協
会
監
事
。
県
漁
船
保

険
組
合
理
事
。

⑤
は
経
照

菊

地

満

男

の

T
-
u
・

1
・
日
②
穂
積
③
農
業
④
無

所
以
⑤
町
議
阿
川
ペ
選
。
議

長
一
川
。
町
古
川
本
農
協
理
事
。

町
土
地
改
良
以
一
理
事
。
町
土

地
開
発
公
社
埋
事
。

中

野

茂

明

①

S
・8
・

2
・
日
②
長
浜
③
会
社
役
員

④
無
所
属
⑤
町
議
一
回
当
選
。

大
洲
食
品
衛
生
同
伽
会
副
会
長
。

大
洲
交
通
安
全
協
会
理
事
。

町
観
光
協
会
理
事
。

浦

固

定

①

T
・
3
・

ロ
・
-
②
出
海
③
会
社
役
員
。

④
無
所
属
⑤
町
議
六
凶
当
選
。

副
議
長
一
回
。
町
漁
業
協
同

組
合
理
事
。

東

正

行

①

T
-
H
・

4
・
口
②
黒
田
③
農
業
④
無

所
属
⑤
町
議
二
回
当
選
。
町

土
地
改
良
区
理
事
。
町
森
林

組
合
理
事
。

西

宮

正

幸

①

T
・ロ・

6-m
②
長
浜
③
呉
服
商
④

無
所
属
⑤
町
議
三
回
当
選
。

町
商
工
会
理
事
。
町
衣
料
品

組
合
長
。
町
商
庖
連
盟
理
事
。

長
浜
信
用
販
売
協
同
組
合
理

事。
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投

票

率

的

@

引

%

任
期
満
了
に
と
も
な
う
長
浜
町
議
会

議
此
選
挙
は
、
九
月
三
十
日
午
前
七
時

か
ら
町
内
十
川
か
所
で
投
票
が
行
な
わ

れ
、
即
日
開
票
の
結
果
、
十
川
八
日
か

ら
四
年
間
を
担
当
す
る
新
し
い
一
濃
い
以
一

十
人
が
決
ま
り
ま
し
た
。

今
回
の
選
挙
で
は
、
定
数
二
十
議
席

を
め
ぐ
っ
て
現
議
員
十
六
人
、
元
議
員

二
人
、
新
人
六
人
の
二
十
四
人
が
立
候

補
し
、
激
戦
を
展
開
し
た
結
果
、
現
職

十
四
人
、
元
議
員
二
人
、
新
人
同
人
が

当
選
。
所
属
別
で
は
無
所
属
十
九
人
、

社
会
党
一
人
。

当
日
の
有
権
者
数
は
九
子
五
百
四
十

二
人
、
投
票
総
数
九
千
八
十
五
票
、
有

効
投
票
数
は
九
千
四
十
票
で
投
票
率
は

九
五
・
二
一
%
(
前
凶
九
六
・

O
八
%
)

で
し
た
。

新
し
く
選
ば
れ
た
私
た
ち
の
代
表
二

十
人
の
皆
さ
ん
に
は
、
楽
し
く
住
み
よ

い
町
守
つ
く
り
、
豊
か
で
働
き
が
い
の
あ

る
何
ゃ
つ
く
り
、
美
し
い
人
情
と
文
化
の

町
守
つ
く
り
を
め
ざ
し
て
尽
力
項
き
ま
す

よ
う
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

長
浜
町
議
選
開
票
結
果

(
選
管
最
終
、
定
数
回
)

当

七

一

二

票

楼

田

和

夫

叫

無

現

当
五
九
九
票
城
戸
両
政
雄
日
無
現

当

五

九

八

票

堤

正

和

必

無

現

当
四
九

O
票

山

本

薫

但

無

現

当

四

八

三

票

二

宮

英

二

胡

無

現

当

四

四

七

票

菊

地

満

男

回

無

現

当
三
九
七
票
中
野
茂
明
日
叩
無
新

当

三

八

九

票

浦

田

定

印

鑑

…

元

中

-
t八
八

票

京

正

行

田

知

…

現

汽
:
一
八

O-票
西
山
正
幸
四
品
価
…
引

当
一
一
一
七
六
票
大
眠
判
長
良
品
価
…
新

当
一
-
一
七
三
票
津
田
能
雄
灯
無
現

当一
F

一
七
一
票
久
井
貞
治
郎
的
無
現

当一
ε

一しハ
A

一
票
一
一
宮
義
徳
日
無
元

当
三
し
一
ハ
一
票
大
本
春
明
印
無
現

当
J

一

五

三

票

田

中

定

幸

町

無

新

当

三

四

八

票

和

田

永

吉

田

無

現

当

三

二

一

票

日

高

照

友

的

無

新

当
二
八
四
百
万
小
川
儀
三
郎
冗
社
現

当

二

六

三

票

塚

木

弘

基

必

無

現

次
二
五
四
票
中
川
喜
代
志
町
無
現

二
四
三
百
一
軍
矢
野
一
男
臼
無
現

一

六

三

票

武

内

勝

利

幻

共

新

八

四

票

池

内

定

男

日

無

新

(
あ
ん
分
票
の
小
数
点
以
下
切
り
捨
て
)
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大

野

員

良

①

S
・叩・

4
・1
②
戒
川
③
農
業
④
無

所
属
⑤
町
議
一
回
当
選
。
長

浜
中
学
校
P
T
A
副
会
長
。

津

田

龍

雄

①

S
・9
・

7
・
四
②
今
坊
③
農
業
④
無

所
属
⑤
町
議
二
回
当
選
。
喜

多
灘
小
学
校
教
育
振
興
会
委

員。
久
井
貞
治
郎
①
T
・叩・

2
・
7
②
大
越
③
農
業
④
無

所
属
⑤
町
議
二
回
当
選
。
町

農
業
委
員
。

二

宮

義

徳

①

T
・
日
-

H
-
E
②
沖
浦
③
農
業
④
無

所
属
⑤
町
議
五
回
当
選
。
議

長
二
回
。
副
議
長
一
因
。
町

土
地
改
良
区
理
事
。
町
観
光

協
会
理
事
。
前
町
教
育
長
。

大

本

春

明

①

T
・叩・

5
・6
②
豊
茂
③
農
業
④
無

所
属
⑤
町
議
四
回
当
選
。
副

議
長
一
回
。
町
土
地
改
良
区

理
事
。
大
和
生
産
森
林
組
合

長
。
豊
茂
簡
易
水
道
利
用
組

合
長
。

田

中

定

幸

①

T
・日・

5
・6
②
白
滝
③
農
業
④
無

所
属
⑤
町
議
一
回
当
選
。

和

田

永

吉

①

S
・6・

8-m
②
出
海
③
農
業
④
無

所
属
⑤
町
議
二
回
当
選
。
町

森
林
組
合
理
事
。
町
土
地
改

良
区
理
事
。

日

高

照

友

①

S
・M
・

6・

M
②
長
浜
③
飲
食
業
④

無
所
属
⑤
町
議
-
回
当
選
。

県
商
工
会
青
年
部
連
合
会
長
。

長
浜
小
学
校
P
T
A
会
長
。

町
商
工
会
理
事
。
町
観
光
協

会
理
事
。
町
料
飲
組
合
長
。

小
川
儀
三
郎
①
M
・必・

4
・
-
②
長
浜
③
竹
材
販
売

業
④
日
本
社
会
党
⑤
町
議
五

回
当
選
。
町
身
体
障
害
者
福

祉
会
長
。

塚

木

弘

基

①

S
・8
・

7
・
臼
②
出
海
③
農
業
④
無

所
属
⑤
町
議
一
二
回
当
選
。

菊
地
満
男

大
本
春
明

八
幡
浜
・

大
洲
地
区
広

域
市
町
村
圏

組
合
議
員
H
H
菊
地
満
男
西
宮
正
幸

大
洲
市
・
喜
多
郡
長
浜
町
外
四
か
町

村
組
合
議
員

l
菊
地
満
男

住
宅
入
居
者
選
考
委
員

1
小
川
儀
三

郎

二

宮

英

二

久

井

貞

治

郎

山

本

薫
城
一
戸
岡
政
雄
楼
田
和
夫
大
本

春
明都
市
計
画
審
議
委
員
l
西
宮
正
幸

城
戸
凶
政
雄
二
宮
英
二
和
田
永
吉

議
員
会

1
0大
本
春
明
城
戸
岡
政

雄

久

井

貞

治

郎

二

宮

英

二

西

宮

正
幸

新
し
い
議
会
構
成
で
き
る

一
議
英
語
現
職
紘
一
晩
一
畳
一

こ
の
九
月
三
十
日
の
選
挙
で
当
選
し

た
新
し
い
議
員
に
よ
る
初
議
会
、
長
浜

町
議
会
第
五
同
臨
時
会
が
十
月
九
日
、

町
体
育
館
で
聞
か
れ
、
正
・
副
議
長
や

常
任
お
よ
び
特
別
委
員
な
ど
議
会
人
事

の
構
成
が
行
な
わ
れ
た
ほ
か
、
し
し
程
さ

れ
た
三
つ
の
議
案
が
い
、
ず
れ
も
原
案
通

り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
議
会
情
成
お
よ

び
可
決
き
れ
た
こ
と
の
お
も
な
こ
と
は

次
の
通
り
。

長
浜
町
議
会
構
成

。
は
委
員
長
も
し
く
は
会
長

。
は
副
委
民
長

議
長
H
H
菊
地
満
出
力

副
議
長

1
西
宮
正
幸

総
務
委
員
会

1
0城
戸
同
政
雄

O
和

田
永
吉

H
高

照

友

田

中

定

幸

堤

正
和
浦
出
定

文
教
厚
生
委
員
会

1
0久
井
貞
治
郎

O
津
田
龍
雄
大
野
異
良
一
啄
木
弘
基

西
宮
正
幸
大
本
春
明
二
宮
義
徳

産
業
建
設
委
員
会

1
0
二
宮
英
二

O

東
正
行
菊
地
満
男
小
川
儀
三
郎

中
野
茂
明
山
本
薫
楼
田
和
夫

地
域
開
発
事
業
特
別
委
員
l
O楼
田

和
夫

O
城
戸
岡
政
雄
菊
地
満
男
二

宮

英

二

山

本

薫

久

井

貞

治

郎

両

宮

正

幸

大

本

春

明

二

宮

義

徳

浦

固
定監
査
委
員

1
山
本
薫

議
会
運
営
委
員

1
0大
本

春

明

城

戸
岡
政
雄
久
井
貞
治
郎
一
一
宮
英
二

西
宮
正
幸

大
洲
・
喜
多
衛
生
事
務
組
合
議
員
l

請
負
契
約
の
締
結
の
変
更

昭
和
五
卜
六
年
度
喜
多
漁
港
改
修
工

事
(
分
割
2
)
を
設
計
変
更
に
よ
り
、

五
千
間
百
六
十
五
万
円
で
有
限
会
社
長

浜
建
設
と
、
請
負
契
約
を
締
結
す
る
こ

と
が
承
認
き
れ
ま
し
た
。

第
四
囲
臨
時
議
会

教
育
委
員
に

水
口
氏
を
再
選
任

九
月
十
日
、
第
四

凶
臨
時
議
会
が
開
か

れ
、
長
浜
町
教
育
委

員
会
委
員
・
水
円
健

氏
(
須
沢
)

H

H
写
真

ー
は
九
月
三
十
円
で
同
委
員
が
任
期
満

了
と
な
る
た
め
、
町
長
は
後
任
に
同
氏

を
再
選
任
、
議
会
の
同
意
を
求
め
た
結

果
、
万
場
一
致
で
同
窓
さ
れ
再
選
任
さ

れ
ま
し
た
。
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1-

人「
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同
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ムデL 下

費目別 議会費 総務費 民生費 衛生費 労働費 農林業水 商工費 土木費 消防費 教育費
ハ江i 三口乞

公債費 予備費
産費 復旧費

予算額 52，686 310，224 642，483 217，154 100 520，824 25，303 498，036 80，302 444，007 146，097 363，477 5，216 3，305，909 

執行客員 29，857 131，794 274，039 91，623 100 144，124 14，335 112，242 35，446 230，308 30，748 179，725 。 1，274，341 
(予算執行平) (56.7%) (42.5%) (42.7%) (42.2%) (100.0%) (27.7%) (56.7%) (22.5%) (44.1%) (51.9%) (21.1%) (49.5%) (0.0%) (38.6%) 

関民健医震保険

(tAAIT.'寺予算額 860，214千円

八車~錯欝1 収入済額 289 ， 355千円

&bC制 L 支出済額 236，432千円

税別収入状況
(単位田千円)

干見 種 予算額 収入済額

田了 民 干長 153，605 75，860 

同定資産税 124，891 64，364 

交付金及び納付金 10，422 5，528 

軽自動車税 8，014 7，951 

たばこ?肖費干廷 33，000 19，208 

電 え頁ゴE 干見 20，400 12，764 

木材取引税 150 。
特別土地保有税 4，494 4，884 

計 354，976 190，559 

ヨ豆関 ψ必Il..
寝室Z 配一

国民館E震保験甚営診藤所

田

川

田

川

田

川

千

千

千

ハ
叫

d

n

ノ
μ

p

h

u

ρ
h
U

門

f
t

ハh
u

n
x
U
F
h
d

戸

h
d

nく

υ

1

よ

ρ
h
u

q
べ
υ

η

/

ω

額

額

額

』

島

十

台

円

文

H

i
入

山

山

予

収

支(百
住電新築資金等貸付

/、 予算額 51，343千円

官芋「収入済額 5，655千円

」五L巴立L 支出済額 5，745千円

水道事業会計

収益

費用

23，162千円

24，930千円

田

川

同

川

田

川

千

千

千

設

日

3

擁

生

手

済

済

溝

刊

似

制

措
描

l
L料
L

?
グ
川
1
・

aa¥

簡易水道

同
川

予算額 62，915千円

収入済額 3，211千円

支出済額 17，641千円

工業用水道事業

収益

費用

3，954千円

7，606千円
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入(はいるお金)詰主(単位:千円)
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1-1 

2-

4 

計lllJ税li;与者I!書量|雪付高12靖国主主!報誌|雪dl県支出金l財産収入|寄悦|繰入金|繰越金!諸収入|可債
予算額135.¥州日

賛同別

3，305，909 

1，363，126 
(41.2%) 

8001 70，7461 81，25"1456，800 

。
(0.0%) 

。170，7161 23，334 
0.0%) 1 (100.0%) 1 (28.7%' 

4，320 

32，2971 17，6381 12，285 
't:.1%) 1 (242.4%) 1 (284.1%) 

7，277 

41，196 
(7.1%) 

。116，2031 31，467 
(0.0%) 1 (50.6%) 1 (50."%) 

906，086 
'75.8%) 

執行害買い90，643110，9751 9，9::;6 
(予算執行半11(53.7%) 1 (31.4%) 1 (36.9%) 

財
政
の
状
況
公
表

ゑ
一
凡
な
F

激
動
と
変
革
の
八

L
h
:
J
5
2
Y
W
F
0年
代
も
は
や
二
年

一
?
ベ
ヤ
州
乙
…
語
勢
百
を
迎
え
、
わ
が
凶

f
L一協
の
社
会
情
勢
は
依
然

説
抑
制
川
と
し
て
極
め
て
厳
し

く
、
そ
れ
と
あ
い
ま
っ
て
地
方
財
政
も

楽
観
を
許
さ
な
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
さ
い
わ
け
に
し
て
本

町
は
、
町
民
の
皆
様
の
ど
協
力
を
得
て
、

健
全
財
政
を
維
持
し
て
わ
り
ま
す
こ
と

に
厚
く
乞
礼
申
し
上
、
け
ま
す
。
と
こ
ろ

で
国
の
第
二
次
臨
時
調
査
会
で
答
申
さ

れ
て
お
り
ま
す
通
り
、
行
政
改
革
が
強

声川
山いの
uu

/
¥
J
 
か糾月

U
P
4づ

課
税
階
層
区
分
に
応
じ
て

保

育

料

声
・
・
・
公
的
な
保
育
料
は
所
得
税
に
よ

っ
て
決
ま
り
ま
す
が
、
長
浜
町
で
は
無

料
の
方
も
多
い
と
聞
き
ま
す
。
保
育
料

に
対
し
て
、
園
、
町
が
ど
の
目
安
補
助
し

て
い
る
の
で
す
か
。
ま
た
、
父
兄
は
ど

の
程
度
負
机
し
て
い
る
の
で
す
か
。
な

お
、
ど
う
い
う
職
業
の
方
が
、
ど
の
程
度

の
保
育
料
を
収
め
て
パ
い
る
の
?
す
か
。

お
答
え
:
保
育
料
は
、
そ
の
世
併
の

経
済
状
況
が
客
観
的
に
判
断
で
き
る
所

得
税
、
町
民
税
な
ど
の
課
税
階
層
区
分

に
応
ピ
て
全
国
的
に
統
一
き
れ
な
徴
収

基
準
が
あ
り
、
長
浜
町
で
も
そ
れ
を
準

用
し
て
い
ま
す
c

生
一
ば
保
護
世
帯
、
町

く
打
ち
出
さ
れ
て
お
り
、

A
7
科
目
、
地
方

の
行
政
及
び
財
政
は
混
迷
の
度
を
深
め

て
参
り
ま
す
。
無
駄
を
省
号
、
皆
さ
ん

と
行
政
が
表
裏
一
体
と
な
っ
て
、
こ
の

八

0
年
代
を
乗
り
明
る
こ
左
こ
そ
賢
明

で
あ
り
、
我
々
に
与
え
ら
れ
た
試
純
で

あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
こ

の
事
情
を
ご
推
察
の
L
L
、
ご
協
力
賜
わ

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
こ
に
長
浜
町
の
財
政
事
情
の
作
成

お
よ
び
公
表
に
関
す
る
条
例
に
よ
り
、

昭
和
五
十
六
年
度
九
月
末
現
在
の
財
政

を
円
公
表
し
ま
す
。

昭
和
五
十
六
年
十
円

A

長

浜

町

長

二

古

重

憲

民
税
非
課
税
世
帯
が
無
料
ど
な
っ
て
お

り
職
業
に
よ
る
差
は
あ
り
ま
せ
ん
。

会
お
、
旧
ん
孝
一
人
当
た
り
の
平
均
似

育
経
費
は
年
間
約
四
十
今
一
万
円
円
¥
こ

の
う
ち
国
が
約
二
十
二
万
円
、
県
二
万

七
千
円
、
町
十
万
同
千
円
、
保
護
者
六

万
九
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
後
も
ご
理
解
?
?
ぇ
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

調副ト r恥品百電話でコピーが
(-:(;司直~需デ 送れます

F噴コーナ4 電這公社では 9月から
議題昆 「ミニファ、yタス」が発売になりま

:した 「ミ二フアソクス」は電話回線を利用

iして、伝票やメモなど小さいサイズ(ノ、ヵ、、キ
l 2枚程度の大きさ)の原稿を送ることがで
;きます。料金が安く筏済自サで¥事務所やb

i J屈にぴったりの気軽な電話ファックスですo
J 伊予長浜電報電話}"l fi'2-0000番



-6ー

時一一一一コミュニティ広場・私の赤ちゃん]一一体 … …一一一 "rm一一行ー

新
し
い
組
織
や
つ
く
り

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
推
進
母
体
と

し
て
の
組
織
や
つ
く
り
は
、
多
少
の
時
間

を
要
し
て
も
、
あ
く
ま
で
主
体
と
な
る

地
域
の
住
民
ま
た
は
住
民
団
体
の
意
志

が
十
分
尊
重
さ
れ
る
よ
う
に
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

組
織
づ
く
り
の
上
で
常
に
念
頭
に
お

く
べ
き
こ
と
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動

は
、
あ
く
ま
で
一
個
人
や
一
家
庭
で
は

な
し
件
な
い
地
域
の
問
題
や
生
活
課
題

を
共
同
の
力
で
解
決
し
よ
う
と
す
る
も

の
で
あ
り
、
い
わ
ば
自
発
性
と
共
向
性

に
支
え
ら
れ
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
の
単
位
は
、
小

学
校
医
に
す
る
か
、
中
学
校
区
に
す
る

か
、
も
っ
と
広
い
地
域
を
対
象
と
す
る

か
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
範
囲
の

と
ら
え
方
の
差
や
有
効
性
、
ま
た
地
域

の
状
況
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
違
い
が
あ

り
ま
す
が
、
小
・
中
学
校
区
を
単
位
と

す
る
こ
と
は
、
ま
と
ま
り
あ
る
生
活
環

境
の
も
と
に
伶
氏
の
コ
ン
モ
ン
サ
ス
や

連
帯
感
の
成
立
し
や
す
い
要
素
を
含
ん

で
い
る
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

必
要
な
ご
と
は
、
コ
ミ
ー
一
ニ
テ
ィ
活

動
の
展
開
の
中
心
に
、
常
に
住
民
の
意

志
が
生
か
さ
れ
る
よ
う
に
配
慮
し
な
け

れ
ぽ
な
ら
な
い
こ
と
で
す
。

地
域
社
会
に
は
、
婦
人
団
体
、
青
年

団
体
な
ど
目
的
別
や
年
齢
階
層
刊
の
数

多
く
の
凶
体
や
グ
ル
ー
プ
が
存
在
し
、

多
様
な
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
団
体
や
グ
ル
ー
プ
の
も
つ

性
格
や
主
体
性
を
尊
重
し
つ
つ
、
い
か

に
し
た
ら
む
互
い
い
の
連
帯
感
の
も
と
に

自
分
の
住
ん
で
い
る
地
域
へ
の
共
通
の

関
心
を
持
つ
よ
う
に
な
る
か
を
考
え
、

そ
れ
ら
の
団
体
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く

り
に
自
主
的
に
参
加
す
る
よ
う
に
し
て

い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

組
織
の
タ
イ
プ

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
づ
く
り
は
、
そ

の
地
域
の
住
民
団
体
の
自
主
的
な
活
動

を
ど
の
よ
う
に
円
滑
に
か
つ
有
効
に
す

す
め
る
か
と
い
う
観
点
か
ら
考
え
、
地

域
の
状
況
や
既
存
の
団
体
の
相
互
の
関

連
を
十
分
理
解
し
た
上
で
す
す
め
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
そ
の
も
の
は
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
を
行
な
う
住
民
団

イ一アニユ
品、、、コ

一
J

去一

件
に
対
し
て
指
示
し
た
り
、
命
令
し
た

り
す
る
関
係
に
た
つ
の
で
は
な
く
、
地

域
に
お
け
る
住
民
団
体
が
自
主
性
、
臼

発
性
に
支
え
ら
れ
な
が
ら
参
加
の
総
を

広
げ
発
展
し
て
い
く
よ
う
に
、
住
民
団

体
相
互
間
の
コ
ミ
ユ
一
一
ケ
l
シ
ヨ
ン
の

円
滑
化
、
活
動
相
互
の
連
絡
調
整
、
あ

る
い
は
こ
れ
ら
の
住
民
団
体
と
行
政
と

の
連
絡
調
鳴
を
図
る
ご
と
に
そ
の
役
割

が
あ
る
と
い
え
ま
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
が
、
自
ら
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
活
動
を
行
な
う
実
行
組
織
と

考
え
る
よ
り
は
、
住
民
へ
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
情
報
を
積
極
的
に
提
供
す
る
こ
と

を
そ
の
任
務
と
す
る
ご
と
も
大
事
で
し

ょ
う
。

コ
ミ
ユ
ニ
」
ア
ィ
組
織
の
例
と
し
て
は
、

三
つ
の
タ
イ
プ
が
あ
り
、
第
-
の
タ
イ

プ
と
し
て
コ
ミ
ヱ
ニ
テ
ィ
活
動
を
す
す

め
る
た
め
の
特
別
の
組
織
化
が
な
さ
れ

て
パ
い
な
い
で
、
地
域
の
各
種
団
体
が
領

域
別
に
独
自
の
活
動
を
す
す
め
な
が
ら
、

住
民
諸
同
体
を
総
括
す
る
連
合
体
と
し

て
の
組
織
を
も
っ
で
い
る
タ
イ
プ
で
す
。

第
二
の
タ
イ
プ
と
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
連
絡
協
議
会
と
か
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
推
進
委
員
会
な
ど
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

づ
く
り
の
た
め
の
住
民
組
織
は
作
る
け

れ
ど
も
、
活
動
主
体
と
し
て
の
特
別
の

部
制
は
な
い
タ
イ
プ
で
す
。

第
三
一
の
タ
イ
プ
は
、
協
議
会
や
委
員

会
の
組
織
の
な
か
に
、
体
育
、
文
化
、

安
全
、
社
会
福
祉
、
環
境
な
ど
の
部
会

を
も
う
け
、
関
係
団
体
と
提
携
し
活
発

に
部
会
活
動
を
す
す
め
て
い
る
タ
イ
プ

で
す
。新
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

リ
ー
ダ
ー
決
ま
る

新
任
は
四
人

各
地
域
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活

動
の
促
進
を
岡
り
、
生
き
が
い
の
あ
る

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
創
造
す
る
た
め
に
、

県
が
設
置
し
て
い
る
本
町
の
新
し
い
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
リ
ー
ダ
ー
が
決
ま
り
ま
し

た
。
任
期
は
昭
和
田
年
四
月
1
口
か
ら

日
年
9
月
初
日
ま
で
の
三
年
間
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
躍
し
て
い

た
だ
く
リ
ー
ダ
ー
は
次
の
方
々
で
す
。

⑧
木
ノ
木
安
正
(
沖
浦
・
ぬ
歳
)
、
宮

本
幹
之
進
(
長
浜
園
河
歳
)
、
⑧
玉
川
喜

久
子
へ
へ
7

坊
・
m
M
哉
)
、
高
田
軍
治
郎
(
櫛

生
・
百
歳
)
⑧
池
田
蓉
子
(
山
海
・
日
歳
)

藤
岡
喜
代
夫
(
ド
須
戒

-m歳
)
、
⑧
山

中
古
同
光
(
柴
・
お
歳
)
⑨
印
は
新
任
。

"IPぎぬ与す菅均h勺百iまに席げともすと女たりうきと立てばとえ月十女く i 
す入にしごう男かうは。まにるがつ少な手歩てる三いら病人出考まる冗"f"uVJ倒、"::;;1"1" f1J 年
生。れ乗て主にの、はん しをよで三ししをき伝かまく院が産えし前気 "'" ~ 
てせく人嬉チそ男鴎欄務関脚穏盤機航行冷機関どにへ入のてたはかき女 Q9) ~ j一てだのはい鞠麟麟議議ん生い院と山ど L (J) f1j;対 j緒走さ子か望と子盤機聾轟轟轟欝謹轟轟藤議鱗悪霊祭墾豊富なまきしき司:の ごち ~j耽 ま
についぽつんもが鶴鱒韓縄開騨鱒戦鱒仕れ、でのと本よ 主や F雨) :! 

主 水た:んたで女 l主購麟警察欝欝関町三欝畿内議機鱗革まあいエつをう 人ん(( --..U( ~ 
f 遊りょのでいのし密饗盤撃機 議麟総選繋警護離をしまなピけ買な のが\(~ 'n-刀 i 
1 ~宇主ミ七お竹越騒騒む:翌鵠韓畿運曜日μ7f 子 Z HE悩:Jd ~ 
S し日のり で 1た襲穣饗議瀕鰻襲撃 警 減鶏聾麟議機購す み、ドたきれ 声れ f主主￥昨~ìr円 F
t て風肋を li人の議離欝蓬議; 議骨盤議か もーは。どで はたリ斗~pU ~ 2 い日子紹 んとで摺麟議鶏騒 ぎ警 な人; 一つ j と~ --'-.Y ~主

議轄醸懇雲山襲撃 撃 理懇~
j を供女ま蟻鰹鑑 札 議っ*でめい女子しか大忠あご大で;バ

検饗欝漉醒議聾認聾韓膨欝 緩磯華 壷苓議総掛 匝

E マパ感のごす鑑鐘鍾轟議 警髪謬!警言 議醤 i雲j雪た子すでた初で i母いる iあいすど i
主 マパ じた主。覇麟欝欝轟轍欝 ;志罰肺警こム議購臨畿 言議鴻露議3点供。抱のめす最乳まとあなまなん E
; ::; る日め人 零鱗許貯; 験鱗1議翠鱒嬰警鱗欝襲轟l言ドはが い

木本 よにの 譲欝欝? 警鴻鱗懇欝i簿噌埜 ;ド!υ:生 ていマ lは土口そ 。はと涜。で 7斗; i 蛍日谷U ヌ頑U ノパf 附~一一一ト…一子ま 母つマ 引し やきの 元吋
雲量 2警;j 本谷淳司くん 信号号事2手ttE草季語 E

F りねな (昭和55年8月22日生まれ) かご のらっ 、人 くびの あて
~二三まぽつ り主までた今日あししれだ! 仁十十しとた カく司うのつ人:の日りよ可人 せす実 は長 りく方 ばい
久二一た責弁 らなが少で liで今計ちつまう愛が たか感 人乳 た、に とで
)歳歳 。イ壬 i 考つ大し、け手は画ゃぎしにが変 と:が 口で いまつ 思す工

感子 えてき淳もないーはんの弓なるわ き初わ 授す とたい つか

ふす内#州問古前哨前司有志向品情相知町出#柑"ñiíìl5J.63-，i"耐げす官官5J.ah;j，，.~~ο叫"'ð石内向加由耐前向由~耐耐師、山内内内向耐耐市有百内向耐前Wð-耐“



/ 

ヘルスアイ

第
一

l
準

備

運

動

と

呼

吸

の

出

し

入

れ

り

出

し

の

部

ラ

ム

互

が
自
然
に
、
深
く
、
リ
ズ
ミ
カ
ル
に
調
分
が
準
備
運
ピ
コ
一

J
吋

4

和

し

て

い

る

こ

と

。

動

の

一

部

の

己

戸

な

。

第
二

1
運
動
種
類
は
細
か
く
考
え
ず
と
役
を
す
る
こ

J
U
r
i
b
-
-
/
ド

4JY
判

γけ
j

C

フ

r

J

J

も
、
諸
関
節
を
す
べ
て
曲
げ
伸
ば
し
す
と
も
あ
っ
て

i

「

4ζ

刊

る

こ

と

に

気

を

配

る

。

よ

い

く

ら

い

i

j

宇

J
H

第一一一

1
実

際

の

動

き

(

準

備

運

動

)

の

に

取

り

組

み

沼

下

訟

主

制

中
で
、
き
つ
い
動
作
、
苦
し
い
状
況
で
た
い
も
の
で
/
灯
刊
円
~
て
呼

呼
吸
を
吐
き
出
し
な
が
ら
行
幸
フ
こ
と
。
す
。
こ
の
点
ノ

L
メ
れ
あ
祈

こ

の

点

を

注

意

し

な

が

ら

「

ご

れ

は

、

べ

一

ア

ラ

〈

強

か
ら
走
り
出
す
ぞ
グ
」
と
自
分
自
身
の
ン
ジ
ヨ
ガ

l
¥
A
M
4
~
J
h

「
心
」
の
準
備
も
併
せ
て
同
調
す
る
よ
は
や
や
も
す
去
や
)
/
会
内

う

に

し

た

方

が

よ

い

よ

う

で

す

。

る

と

、

走

り

T
1
1
J

ま
た
、
経
験
年
数
が
重
な
っ
た
ら
、
が
身
に
つ
い
ふ
川
尽
に

そ
れ
ら
に
比
例
す
る
ぐ
ら
い
の
つ
も
り
で
い
る
だ
け
り

、7
備
運
動
コ
一
つ
の
心
得
で
、
準
備
運
動
は
入
念
さ
が
要
求
さ
れ
に
、
準
備
し
な
い
と
、
急
激
な
運
動
に

ま
ず
、
準
備
の
方
は
、
あ
ま
り
神
経
る
よ
う
で
す
。
初
心
者
は
も
と
も
と
あ
な
っ
て
し
ま
う
ケ

l
ス
が
多
い
わ
け
で

一
質
的
に
な
ら
、
ず
に
、
次
の
点
を
留
意
し
ま
り
走
力
も
な
い
つ
も
り
で
ゆ
っ
く
り
す
。
ざ
っ
と
、
一
年
に
五
分
間
、
ず
つ
の

で
や
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。
走
り
出
す
わ
け
で
す
か
ら
、
多
少
、
走
積
み
重
ね
の
時
間
を
考
え
て
み
た
ら
ど

同

:
:
9
i
・ae---4ee'1eee0
・;A
V
;
e
t
-
-
e
4
・ee40.
，4
1
9
4
1
・1
・1A
v
e
-
-
A
1
9
0
1
1
0
4
e
e
e
A
v
i
-
-
:
'
4
;
e
A
v
e
-
-
:
:
4

一
こ
れ
か
ら
冬
に
向
か
っ
て
風
邪
を
頭
痛
が
な
わ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
風
邪
を
予
防
す
る
た
め
に
は
、
洋
一

一
ひ
く
人
ず
十
え
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
症
状
を
抑
え
て
い
る
だ
け
で
あ
っ
て
、
段
か
ら
体
に
抵
抗
力
を
つ
け
て
わ
く
一

…
風
邪
は
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
に
よ
っ
風
邪
が
な
わ
っ
た
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ
の
た
め
に
ま
一

一
で
わ
こ
り
、
頭
痛
、
発
熱
、
咳
、
の
こ
と
を
知
っ
て
お
い
て
下
さ
い
。
そ
し
ず
栄
養
で
す
が
、
ビ
タ
ミ
ン

A
が
最
一

一
ど
の
痛
み
、
鼻
水
、
鼻
守
つ
ま
り
な
ど
て
な
お
用
心
し
て
下
さ
い
。
も
有
効
で
す
。
更
に
、
ビ
タ
ミ
ン
nm
や
一

一

が

主

な

症

状

で

す

。

日

本

人

は

少

し

体

の

具

合

が

悪

く

て

C
、
蛋
白
質
で
補
強
し
ま
し
ょ
う
。
一

か
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
も
そ
う
で
す
が
、
も
、
休
ま
な
い
で
学
校
へ
行
っ
た
り
仕
食
品
と
し
て
は
緑
黄
色
を
中
心
と

L
F

一

ウ

イ

ル

ス

の

感

染

に

よ

っ

て

お

ご

る

で

肝

菜

類

を

た

っ

ぷ

り

と

食

べ

、

一

一

病

気

に

は

、

有

効

な

薬

が

あ

り

ま

せ

風

邪

を

予

防

す

る

た

め

に

果

物

、

牛

乳

、

卵

、

豆

類

な

ど

札

一

人

。

も

し

風

邪

だ

と

思

っ

て

医

療

機

を

十

庁

に

と

り

ま

し

ょ

う

。

康

骨

一

悶

を

訪

れ

て

も

、

む

医

者

さ

ん

に

は

栄

養

を

と

っ

て

抵

抗

力

を

そ

V
他
、
皮
膚
の
鍛
練
や
衣
崎
…

一
治
す
薬
が
な
い
の
で
す
か
ら
、
頭
痛
事
を
し
た
り
す
る
国
民
で
す
が
、
こ
の
服
の
適
切
な
調
節
を
す
る
こ
と
い
じ
…

…

や

の

ど

の

痛

み

を

む

さ

え

た

り

、

熱

よ

う

な

こ

と

が

風

邪

や

イ

ン

フ

ル

エ

ン

が

大

切

で

す

。

わ

い

一

一

を

F
げ
る
薬
を
出
ザ
を
流
行
さ
せ
、
経
過
を
長
び
か
せ
る
そ
れ
で
も
風
邪
に
か
か
っ
た
わ
一

一

し

て

く

れ

で

も

、

要

因

に

な

っ

て

い

る

よ

う

で

す

。

な

お

時

は

、

無

理

を

し

て

学

校

に

行

叫

一

一

そ

れ

で

風

邪

が

な

す

薬

の

な

い

病

気

に

い

ち

ば

ん

大

切

な

っ

た

り

仕

事

を

し

な

い

で

、

暖

川

…

む
る
訳
で
は
あ
り
ご
と
は
、
ま
ず
予
防
で
あ
り
、
か
か
っ
か
く
し
て
早
目
に
寝
る
こ
と
が
同
骨

一

ま

せ

ん

。

薬

で

熱

て

し

ま

っ

た

時

に

は

安

静

と

栄

養

を

と

最

も

大

切

で

有

効

な

手

段

で

す

。

る

'

一

が

下

が

っ

た

り

、

る

こ

と

だ

と

い

え

る

で

し

ょ

う

。

(

保

健

婦

一

宮

)

ヘ

、

…

i
a
'
i
0
・:
4
1
e
a
g
i
o
-
!
:
!
:
a
v
t
i」

準

備

整

理

運

動

ジ
ョ
ギ
ン
グ
は
手
軽
に
、
い
つ
で
も
、

取
り
組
め
る
う
え
に
、
運
動
刺
激
も
軽

い
こ
と
か
ら
、
や
や
も
す
る
と
、
支
度

を
整
え
て
一
気
に
走
り
出
し
て
し
ま
う

ケ
l
ス
が
目
立
っ
て
来
た
よ
う
で
す
。

も
ち
ろ
ん
、
ジ
ヨ
ガ

i
の
急
増
も
あ
る

か
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
こ
こ
で
ひ
と
つ

気
を
ひ
き
し
め
て
出
発
し
た
い
と
思
い

ま
す
。
そ
れ
は
「
準
備
運
動
」
と
「
整

理
運
動
」
に
つ
い
て
で
す
。

う
で
し
ょ
h
7
か。

初
心
者
は
、
約
五
分
間
ぐ
ら
い
の
準

備
運
動
、
二
・
一
二
年
目
に
入
る
方
は
十

分
か
ら
十
五
分
間
ぐ
ら
い
、
十
年
に
も

な
る
方
は
二
十
分
か
ら
三
十
分
ぐ
ら
い

を
考
え
で
み
て
く
だ
さ
い
。
競
走
競
技

者
は
特
に
試
合
前
に
は
約
一
時
間
以
上

は
準
備
運
動
に
費
し
て
か
ら
そ
の
試
合

に
挑
ん
で
ゆ
く
の
で
す
。

運
動
後
の
手
入
れ
と
管
理

さ
て
次
に
整
理
運
動
で
す
が
、
こ
れ

も
ま
た
是
非
気
を
取
り
直
し
て
考
え
、

実
行
し
て
-
噴
き
た
い
要
素
で
す
。
と
い

う
の
は
、
普
通
の
生
活
以
上
に
負
符
を

与
え
た
体
を
、
や
り
欣
し
、
使
い
放
し

に
し
な
い
こ
と
な
の
で
す
。
あ
ら
ゆ
る

物
事
に
通
用
す
る
考
え
方
だ
と
思
い
ま

す
が
、
後
の
か
子
入
れ
、
管
理
、
処
叩
ア

を
速
や
か
に
し
て
置
き
た
い
も
の
で
す
。

ま
だ
、
げ
が
出
て
い
る
暖
か
い
体
の
間

に
、
使
っ
て
一
波
労
素
が
た
ま
り
だ
し
て

い
る
時
、
筋
肉
群
に
刺
激
を
与
え
て
、

血
液
の
流
れ
を
促
進
さ
せ
、
川
門
復
が
速

く
す
す
む
よ
う
に
す
る
わ
け
で
す
。
体

が
終
わ
っ
た
後
に
冷
え
切
っ
て
し
ま
い

ま
す
と
、
筋
肉
の
奥
に
残
っ
た
妓
労
素

が
抜
け
に
く
く
な
る
の
で
す
。

や
り
方
と
し
て
は
、
準
備
運
動
を
繰

り
返
す
つ
も
り
で
よ
い
の
で
す
が
、
特

に
注
意
し
た
い
点
は
、
関
節
部
分
は
も

ち
ろ
ん
で
す
が
、
大
き
な
各
筋
肉
訴
を

注
意
し
な
が
ら
、
呼
吸
を
ゆ
っ
く
り
大

き
く
吐
き
出
す
よ
う
に
し
て
い
っ
て
く

だ
さ
い
。

次
聞
の
た
め
の
か
惜
半
備
運
動
H

の
つ

も
り
で
、
あ
る
い
は
、
ボ
ー
ル
や
グ
ラ

ブ
な
ど
手
入
れ
す
る
よ
う
に
自
分
の
関

節
、
筋
肉
を
手
入
れ
し
て
、
い
た
わ
り

宇
品
し
ょ
h70

大
牛
乳
を
多
く
飲
む
と
ガ
ン
に
な
り
に

く
い
か
。

・
:
国
立
ガ
ン
セ
ン
タ
ー
の
発
表
に
よ

れ
ば
、
牛
乳
を
一
日
三
百
六
十
ミ
リ
日

飲
ん
で
い
る
人
で
は
、
胃
ガ
ン
は
確
か

に
少
な
い
そ
う
で
す
。
根
拠
の
一
っ
と

し
て
、
ガ
ン
の
中
で
日
本
で
一
番
多
い

胃
ガ
ン
の
死
亡
率
が
、
二
十
年
間
で
約

一
二
分
の
一
減
っ
て
き
て
い
ま
す
。
そ
の

聞
に
最
も
変
化
し
た
食
生
活
は
、
牛
乳

や
卯
の
と
り
方
で
、
牛
乳
は
二
十
七
年

間
に
一
一
十
三
倍
に
増
え
て
い
ま
す
。
地

域
別
に
み
て
も
、
牛
乳
、
卵
を
多
く
と

つ
で
い
る
県
ほ
ど
、
胃
ガ
ン
は
著
し
く

減
る
傾
向
が
あ
る
そ
う
で
す
。

し
か
し
、
こ
の
期
間
に
胃
ガ
ン
の
早

期
診
断
が
可
能
と
な
り
、
胃
集
検
も
実

施
さ
れ
、
当
然
早
期
治
療
に
よ
っ
て
ガ

ン
の
死
は
減
っ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
牛

乳
を
多
く
飲
む
こ
と
と
、
ガ
ン
に
な
り

難
い
こ
と
の
国
果
関
係
を
直
接
証
明
す

る
こ
と
は
難
し
い
よ
う
で
す
。

iz同
の
弱
い
人
は
朝
コ
ッ
プ
一
杯
の
水

を
飲
む
と
よ
い
か

・
よ
く
耳
に
す
る
こ
と
で
す
が
、
深

酒
を
し
た
り
寝
汗
を
か
い
た
り
し
て
、

脱
本
状
態
に
な
っ
て
い
る
時
は
、
早
朝

の
一
杯
の
水
は
体
全
体
に
有
効
で
す
。

し
か
し
、
い
つ
で
も
と
ん
な
人
に
で

も
よ
い
か
と
い
う
と
、
や
は
り
疑
問
が

あ
り
ま
す
。
胃
ド
垂
の
高
度
な
人
や
鈍
一

般
症
の
人
な
ど
に
は
、
決
し
て
勧
め
ら

れ
ま
せ
ん
。
正
常
人
で
も
、
こ
の
程
度

の
水
が
全
部
腸
に
送
り
出
さ
れ
る
の
に

は
、
一
時
間
も
か
か
る
し
、
胃
液
が
薄

め
ら
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
水
分
は
食
事

の
最
中
な
ら
ば
多
く
と
っ
て
欲
し
い
も

の
で
す
。
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交
通
安
全
を
願
っ
て

1
白
滝
保
育
所

1

ルポ@町の歴吏圃画囲盟

口

口

口

口

口

口

口

口

口

口

秋
の
交
通
安
全
運
動
口

期
間
中
の
九
月
二
十
四
日

日
、
白
滝
保
育
所
小
鹿
口

ク
ラ
ブ
が
白
滝
に
交
口

通
茶
屋
を
開
設
し
、
口

乳
酸
菌
飲
料
や
手
づ
口

4
り
の
名
札
を
配
っ
口

て
安
全
運
転
を
呼
び
口

か
け
た
。
午
後
三
時
]

に
開
庖
し
た
交
通
茶
い

屋
に
は
、
保
育
所
の
川

園
児
四
十
二
人
と
小
川

鹿
ク
ラ
ブ
の
お
母
さ
[

ん
た
ち
十
三
人
が
路
口

上
に
た
っ
て
ド
ラ
イ
自

パ
l
に
手
渡
し
た
。
口

とをりつがお行業
時しゃてい年わの
をて鈴、つ寄れ一
通楽わ風しりた環
ごしりせよともと
どいなんに園立、し流域はこれ催がの人館
んもひどわな児イて事交地れたさ開園クで十

U DR1ラ白月
たブ山八
ち、園日
お白
よ j竜 f也白
そ 4某元 j竜
八育三公
丈所老民

が
参
加
し
て
運
動
t-
Zミ

口口口口口口口口口口口口口口口[

地域交流事業
~老人ホーム白山圏~

士一
A

豊
茂
小
学
校
で
十
月
四
目
、
秋
季
大
運
動

日
~
会
が
聞
か
れ
た
。
秋
空
の
も
と
で
各
種
目
に

主
校
汗
を
流
し
、
そ
の
う
ち
の
一
つ
に
、
ゆ
と
り

ヘ
ノ
尚
子
の
時
間
や
放
課
後
練
習
し
て
い
る
一
輪
車
で

じ
同
の
マ

白

''j

首
「
茂
ス
f

輪

車

?

」

，

も

披

日

露

し

て
注
目
を
あ
び
た
。

一
輪
車
は
平
衡
感

覚
を
養
う
の
に
役

立
っ
て
お
り
、
五

十
四
人
中
五
十
人

は
乗
れ
る
と
い
う
。

~ 

」与{}.cteJ
制
習
相
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
作
り

ー
出
海
明
友
会
1

出
海
の
老
人
ク
ラ
ブ
明
友
会
は
、
十
月
八
日
午
後
一
時

か
ら
料
理
講
習
会

を
開
催
。
講
師
に

大
洲
農
業
改
良
普

及
所
の
船
田
昌
美

さ
ん
を
招
い
て
、

栗
ご
飯
、
栗
の
甘

露
煮
、
楽
き
ん
と

ん
な
ど
を
作
っ
た
。

会
員
お
よ
そ
十
五

人
が
集
ま
り
、
月

一
回
開
い
て
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く

り
に
ひ
と
役
か
っ

て
い
る
。

は
も
っ
と
も
な
事
で
あ
ろ
う
。

戒
川
長
尾
の
三
島
神
社
は
、
千
百
五

十
七
年
(
保
元
二
年
)
八
月
十
五
日
、

越
智
通
次
の
勧
請
に
よ
っ
て
、
大
三
島

大
山
祇
神
社
の
分
霊
を
紀
っ
た
も
の
で

あ
る
。長
浜
町
の
三
島
神
社
は
、
こ
の
ほ
か

柴
に
二
社
、
豊
茂
に
一
社
、
須
沢
に
一

社
あ
り
、
全
部
で
六
社
建
っ
て
い
る
。

明
治
の
初
め
に
は
大
和
に
も
二
社
あ
っ

た。
県
内
の
三
島
神
社
数
は
百
三
十
七
、

喜
多
郡
は
十
七
社
で
最
も
多
い
。
そ
の

喜
多
郡
の
中
で
も
長
浜
町
が
一
番
多
い

ご
と
は
、
櫛
生
綱
掛
岩
の
よ
う
に
、
古

い
由
緒
を
物
語
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

長
浜
の
教
育
で
は
、
伊
予
灘
を
大
和

の
象
徴
と
し
て
、
徳
育
の
理
念
と
し
て

い
る
。(
長
浜
町
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員

.
久
保
七
郎
)

出
石
山
に
つ
づ
い
て
今
回
は
伊
予

灘
に
目
を
向
け
よ
う
。

七
四

O
年
(
天
平
一
二
)
九
月
、

一
A
7
か
ら
千
二
百
四
十
一
年
前
で
あ
る
。

…
太
軒
供
卦
藤
清
拡
献
は
、
君
側
を
靖

肋
る
と
し
て
筑
前
に
兵
を
挙
げ
、
西

海
の
諸
国
が
こ
れ
に
応
じ
た
の
で
、

あ
守
主
ん
ど

時
の
朝
廷
は
大
野
東
人
を
大
将
軍
に

一
任
じ
て
討
た
し
め
ら
れ
た
。

ず
み

そ
の
時
、
伊
予
の
国
王
越
智
玉
澄

日
も
伊
予
の
兵
を
率
い
て
加
わ
っ
た
の

一
で
あ
る
が
、
途
中
櫛
生
の
浜
辺
に
寄

っ
て
滞
留
し
た
と
い
う
。
そ
の
時
、

船
の
纏
綱
を
投
げ
掛
け
ら
れ
た
岩
を
、

今
も
綱
掛
岩
と
称
し
て
い
る
。

「
櫛
生
三
島
神
社
由
来
記
」
は
次

一
の
よ
う
に
し
る
す
。

「
竿
突
浦
(
今
の
ソ
ウ
ズ
浦
)
に
上

一
り
給
ひ
て
、
三
ツ

一
石
浦
(
今
の
西
谷
)

を
見
、
こ
こ
へ
小

嗣
を
建
て
、
三
島

町
大
明
神
を
紀
り
た

ま
ひ
と
ご
祈
願
あ

一
り
、
帰
陣
の
際
、

一
峰
櫛
生

(
A
7
の
大

目
峰
)
ヘ
洞
を
建
て

た
ま
ふ
」
と
。

大
三
島
の
大
山

紙
神
社
の
社
殿
を
、

越
智
玉
澄
が
十
五

一
年
か
か
っ
て
造
営

さ
れ
た
こ
と
を
思

う
と
、
滞
留
ゆ
か

一
り
の
地
に
、
自
分

一
の
氏
神
大
山
積
命

一
を
紀
ら
れ
た
こ
と
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国
は
、
国
民
が
豊
か

で
幸
福
な
生
活
が
で
き

る
よ
う
に
、
幅
広
い
活

動
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
財
源
と
し
て
悦
金

は
、
私
た
ち
の
日
常
生

活

に

深

く

か

か

わ

り

あ

受

媛

労

働

基

準

局

で

は

、

県

内

で

働

く

っ

て

い

ま

す

。

そ

こ

で

す

べ

て

の

労

働

者

に

適

用

き

れ

る

「

愛

税

金

に

つ

い

て

、

そ

の

媛

県

最

低

賃

金

」

を

改

定

し

、

十

一

月

仕

組

み

ゃ

使

い

み

ち

な

八

日

か

ら

実

持

す

る

こ

と

に

な

り

ま

し

ど

を

国

民

の

皆

さ

ん

に

た

。

正

し

く

理

解

し

て

も

ら

こ

の

改

定

に

よ

り

、

十

一

月

八

日

以

う

た

め

、

毎

年

十

一

月

降

ば

従

業

員

に

支

払

う

賃

金

は

一

日

二

十

一

日

か

ら

十

七

日

ま

千

七

百

六

十

九

円

二

時

間

一

二

百

四

十

で

を

「

税

を

知

る

週

間

」

六

円

)

以

上

と

し

な

け

れ

ば

な

り

ま

せ

と

し

て

、

全

国

の

税

務

ん

。

署

で

は

、

い

ろ

い

ろ

な

行

十

一

月

二

十

~

円

か

ら

で

♂

十

日

ま

で

事
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
ト
一
月
十
一

H
は
、
老
齢
福
祉
年
金
、
は
、
最
低
賃
金
周
知
旬
聞
で
す
。
こ
の

大
洲
税
務
署
で
も
、
障
害
福
祉
年
金
を
受
け
取
る
円
で
す
。
機
会
に
、
使
用
者
も
労
働
者
も
、
最
低

次
の
よ
う
な
催
し
を
予
定
し
て
げ
ま
す
。
国
民
年
金
証
書
保
管
証
と
印
か
ん
を
持
賃
金
か
守
ら
れ
て
い
る
か
ど
う
か
、
賃

⑩
税
務
行
政
の
説
明
と
住
民
の
皆
さ
ん
つ
て
連
絡
所
ま
た
は
役
場
年
金
係
で
年
金
額
を
確
め
で
く
だ
さ
い
。

旨
定
リ
ひ
少

ν

一
長
か
ら
小
学
三
年
生
以
上
中
学
三
年
〔
小
学
校
団
体
戦
〕
①
大
和
小
③
長
浜
浜
)
②
渡
辺
何
人
ぷ
(
大
和
)
③
瀬
川
し
羊

4
1
1
由

同

干

生

ま

で

の

選

手

百

十

八

人

が

出

場

。

団

小

C
③
長
浜
小
A

司
(
長
浜
)

¥

体

戦

仕

十

チ

l
ム
で
、
相
人
戦
は
小
コ
一

年
十
人
、
小
四
年
十
人
、
小
五
年
十
一

人
、
小
六
年
十
人
、
中
一
年
十
人
、
中

一
一
年
十
人
、
中
三
一
年
八
人
が
学
年
別
で

優
勝
を
争
い
ま
し
た
ー

熱
戦
の
結
果
、
次
の
選
手
が
優
勝
を

飾
り
、
日
間
稲
生
町
教
育
長
と
木
田
正

統
学
校
体
育
会
長
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し

た
c

後藤君ら堂々優勝
団体戦は大細小

型竺甲子供相撲大会!

みんなで「杭を矢口る週間」
1 1月11日--17日

司お知らせ。表彰一一一一一一一一ーー-空盟国.:l!

卒
中
小
ホ

第
四

M
Pナ
供

相
撲
大
会
が
九

月
十
一
口
、
長

浜
中
学
校
相
撲

場
で
開
催
さ
れ

ま
?
)
た
O

A
7
大
会
は
、

町
内
各
小
・
中

後

藤

武

志

関

の
意
見
を
聞
く
座
談
会

@
税
金
に
つ
い
て
の
げ
い
ろ
い
ろ
な
相
談

に
応
ず
る
税
務
相
談
所
の
開
設

命
い
ろ
い
ろ
な
職
業
の
方
々
か
ら
税
に

関
す
る
意
見
や
要
望
を
聞
く
懇
談
会

そ
の
他
、
学
生
、
主
婦
な
ど
を
対
象

と
し
た
「
税
務
署
見
学
L

や
「
間
金
教

室
」
を
開
催
し
ま
す
。
こ
れ
を
機
会
に

税
金
を
身
近
な
も
の
と
し
て
、
少
し
で

も
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
の
社
会
あ
な
た
の

税
が
生
き
て
い
る

老
齢
、
障
害
年
金
を

受
け
て
い
る
方
ヘ

河

野

健

児

関

{
小
田
)

竹

内

拡

勝

関

(
づ
五
)

金
証
書
を
受
け
取
り
、
国
長
年
金
証
書

記
入
の
局
で
お
受
け
収
り
く
だ
さ
い
。

守
ろ
う
最
低
賃
金
一

一
日
二
千
七
百
六
十
九
円

小
学
生
個
人
の
部
一

〔
小
学
三
年
〕
①
後
藤
武
志
へ
戒
川
)

②
坂
本
佳
史
(
出
海
)
③
白
石
潤
司
(
櫛

生
)
〔
同
四
年
〕
①
河
野
健
児
(
長
浜
)

@
小
丙
真
澄
雄
(
出
海
)
⑥
清
水
秀
吉
一

(
柴
)
〔
同
五
年
〕
①
竹
内
拡
勝
(
長

一
点
)
②
後
藤
津
義
(
戒
川
)
③
津
田
勇

(
長
浜
)
(
同
六
年
〕
①
稲
垣
怠
J

(

長

稲

垣

亭

関

津

田

猛

関
(
中
一
-

たばこj自費税は
暮らしの中に
主力hされています。

中
学
生
個
人
の
部

〔
中
学
一
年
〕
①
津
出
猛
(
長
浜
)
品
川

渡
辺
一
博
一
、
長
浜
)
③
高
田
憲
和
一
一
長

浜
)
[
同
二
年
一
一
①
大
野
良
二
長
浜
)

③
小
川
憲
平
(
長
浜
)
一
必
欠
野
功
一
一
一
(
長

浜
)
「
同
三
年
〕
①
中
川
勝
彦
(
長
浜
)

②
谷
測
秀
典
(
長
浜
)
一
奇
岩
田
雄
ゴ
一
(
長

浜
)

大

野

不良

)関

中

川

勝

彦

関

(中二一一

団体で優勝した大和小チーム

平清一
永田水E
4由一ト
豊美E モ
で子子工
蓄さささ
扶んんん

長席か
か上れ
ら、 fこ
感;度第
務f部十
状七四
が郎回

授 L事老 左から平田由美子さん清水藤子さんー宮トモエさん
与社人
さ会ホ市ほと結社務福[こん平藤人一 l
れ福 l民十にがのし祉わそ同…壬令官ム業
ま祉ム会日よあ向、施た1i山さ三一ト白設
し t~ 大館、りつ上老設り It 美 Æ ，--:;モ I ]J老
た議会で松、たに人に老寺会千四清工園人
。会の開山九こ功福勤人年ささ乙水きのホ
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麓時記

勤労感謝

昭和56年10月初日発行(毎月20日発行〕

十
一
月
二
十
一
一
平

H
は
、
勤
労
感
謝
の

日
。
「
勤
労
を
た
っ
と
び
、
生
涯
を
祝

け
、
同
氏
た
が
い
に
感
謝
し
合
う
」
と

い
う
刑
判
一
旨
で
す
。

勤
労
と
い
う
場
合
、
農
業
、
工
業
そ
の

他
あ
ら
ゆ
る
仕
事
、
働
き
を
さ
す
わ
け
で

す
が
、
折
か
ら
秋
の
実
り
の
シ
ー
ズ
ン
で

も
あ
り
ま
す
の
で
、
や
は
り
農
業
と
の
か

か
わ
り
を
忘
れ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
}
ル
一
υ

こ
の
日
は
、
か
つ
ど
昭
れ
二
十
四
年

に
い
な
め

以
前
は
新
嘗
祭
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
の

新
嘗
祭
は
、
一
説
に
よ
る
と
稲
の
収
穫

を
祝
け
、
米
作
の
量
作
を
祈
る
神
事
で
、

い
ま
も
山
小
を
は
ど
め
各
地
の
神
社
で

こ
の
祭
り
が
行
主
わ
れ
て
い
ま
す
。

新
嘗
の
さ
は
た
べ
る
と
い
う
意
味
で
、

祈
し
い
色
の
を
食
べ
る
、
つ
ま
り
「
新

昭和56年11月号

寄

付

。
日
本
キ
リ
ス
ト
教
団
伊
予
長
浜
教
会

広報ながはま

殺
を
食
す
る
い
儀
式
で
す
。

戦
前
は
、
稲
刈
り
と
い
え
ば
平
均

し
て
十
円
ド
旬
か
ら
十
一
月
に
か
け

て
行
な
わ
れ
た
も
の
で
す
が
、
い
ま

は
早
い
と
こ
ろ
で
八
月
上
旬
、
お
そ

く
て
も
十
月
の
上
旬
に
は
終
わ
っ
て

し
ま
い
ま
す
。

で
す
か
ら
、
自
主
流
通
米
で
す
と
、

早
い
と
こ
ろ
で
八
月
下
旬
に
は
配
給

ル
1
ト
に
乗
り
ま
す
仁
け
う
な
れ
ば

そ
れ
だ
け
わ
た
し
た
ち
は
新
米
を
早

く
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い

う
わ
け
で
す
。

と
こ
ろ
が
一
方
で
、
む
米
の
需
要

が
減
り
、
年
々
、
過
剰
米
は
増
加
の

一
途
を
た
ど
っ
て
い
ま
す
。

hu
米
は
、
古
来
よ
り
日
本
人
の
主
食

と
し
て
、
ま
た
豊
富
な
栄
養
源
と
し
て

毎
日
の
食
生
活
に
欠
か
せ
な
い
も
の
で

し
た
J

わ
た
し
た
ち
は
、
い
ま
一
度
お

米
の
よ
、
さ
存
一
見
直
し
、
国
民
み
ん
な
で

わ
米
の
豊
作
を
祝
ぃ
、
あ
百
姓
さ
ん
の

ご
苦
労
を
共
に
分
か
ち
あ
え
る
「
勤
労

感
謝
の
日
」
仁

L
た
い
も
の
で
す
ね
。

-
:
映
画
ス
ク
リ
ー
ン
購
入
貨
の

-m

と
し
て
現
八
木
宇
万
三
千
三
行
八
十
円

を
町
ヘ
。

O
長
浜
町
議
会
議
員
-
同
・
:
映
画
ス
ク

リ
ン
購
入
費
の
一
郎
と
し
て
刑
判
金

二
万
円
を
町
へ
。

。
山
山
海
保
育
所
舟
悶
ク
ラ
ブ
:
・
祭
り
用

ハ
ソ
ヒ
子
供
用
四
十
着
、
大
人
周
五

着
を
山
海
保
育
所
ヘ
。

匂b
(長
敬浜

届
出
分

lji 

住

所

¥

出

海

/

櫛

生

ヘ
大
洲
市

/

長

浜

¥
巾
'
仏
間

/
松
山
市

お
誕
ー
お
め
で
と
う
げ

円
さ
月
届
出
分
(
敬
称
略
)

住

所

保

護

者

氏

名

続

柄

児

名

戒

川

山

本

久

雄

三

男

雄

二

柴

沖

軒

U
E
E

た

長

女
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米が余って始末に問っている

日本ノ¥、アメリカからカリフオ

ル 7 ア産米を貿ってくれと申し

込んで、きたそうである。三十年

ばかり前までの日本人はその米

をたらふく食べえる身分の {iは

まことにわずかでしかなかった。

世の移り変わり感慨無回、これ

を称して諸行無常という A 米は

日本において経治のUlti最大の
要素であった。諸国諸藩の経済

}J コ武人の俸給は石高で表現さ

れ、庶民の日給は米三升が尽準、

今日ぴ)食糧大人米五合、一食は

一台雑炊、二合粥、三合はったい

(粉¥IILj合飯が重労働Jiーの標準、
取がaつといえばその大宗は米
蔵であるム校{かせ)ぐという字

は米の純をJt!9き前を植えるとい
う意味である。米の経済、米の

文化、米の思想、そして日本人

の宗教における最大の1¥'0卜じ、事は

米の岩じようを祈ることワあつ

な。まことに米が日本民族tを育

て、作りあげたといっても差L
支えあるまいA しかるにである

余る筈のない米が余って因ると

いけ、その余った所へ更に外国

の米が入ろうとする、これはど

うしたこと交のか。どこか5王っ
ていはしないか。米のみにあら

ず、思想、色生清も芸術も学問も

ありとあらゆるものが日本本来

のものを捨て船来ものにはしる

こと、米と同じように度が過ぎ

ていると考えるのは果して筆者

一人であろうか。実りを与えて

くれた神(大自然)に感謝する

新嘗祭を勤労感謝の日と変えた

ことの理非をふり返り、世相会

考え直してみよう。

お
く
や
み

長黒出出下1住

9
月
届
出
分
(
敬
称
略
)

所

氏

名

死

亡

時

年

齢

滝

上

川

ヲ

キ

ヨ

、

ぺ

九

)

海

堀

田

晴

巳

(

七

六

)

海

浦

田

サ

カ

ヱ

(

九

O
)

田

山

本

勉

(

四

O
)

浜

小

谷

栄

(

六

九

)

iti千希
美草美

編

集

後

記

今
後
四
年
間
、
地
域
発
展
の
た
め
活

?
υ

て
い
た
だ
く
新
し
い
議
員
き
ん
二

卜
人
も
決

E
り
、
田
畑
で
は
稲
刈
り
や

み
か
人
摘
み
の
姿
を
あ
ち
こ
ち
守
み
か

け
、
長
浜
の
秋
よ
り
川
ザ
よ
っ
て
き
た
よ
う

で
す
ョま
た
、
各
地
区
の
秋
祭
り

ι近
づ
い

て
、
ミ
コ
シ
を
か
つ
ぐ
姿
が
思
い
出
さ

れ
ま
す
。
み
な
さ
ん
ノ
こ
の
よ
う
な

時
に
ぜ
ひ
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
つ
い
て

ピ
つ
く
り
考
え
て
い
た
だ
い
て
、

A
7同
恨

の
地
械
の
あ

η
方
な
ど
を
、
秋
の
夜
長

に
z
t
m

り
あ
っ
て
い
た
だ
き
た
い
も
の
で

こ
の
広
報
献
も
時
代
の
流
れ
と
と
も

に
歩
み
、
み
な
さ
ん
と
共
に
生
き
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ご
意
見
、
ご
要
望
、
な
ん
で
も
結
構

で
す
の
で
、
広
報
係
ま
で
わ
知
ら
せ
く

だ
さ
い
。


